
令和元年度重要事業進行状況報告書（令和元年９月末日現在）         No.01 

事業名 大学誘致の推進 

主管部 企画経営室 
事

業

費 

令和元年度（千円） 

 当初 1,025,160 

事

業

概

要 

旧曳舟中学校・旧西吾嬬小学校跡地及び旧すみだ中小企業センターに大学を誘

致することで、若者の流れを呼び込み、地域経済の活性化や地域のにぎわいを創

出する。 

平成 30年度（千円） 

当初  51,623 

補正後 54,663 

期

間 

H20～ 

現
在
の
進
行
状
況 

①【千葉大学】 

・旧すみだ中小企業センター大規模改修工事に係る基本及び

解体設計の完了及び起工（起工：令和元年９月） 

・大学との受託研究やすみだ版ＵＤＣ（※）に関する協議 

②【電子学園】 

・文部科学省による専門職大学設置認可に関する実地調査の

立会い 

・設置予定の専門職大学名が、「ｉ専門職大学」から「情報 

経営イノベーション専門職大学（仮称）」へ変更となる 

（令和元年７月） 

・第１回目の設立認可答申において、継続審査（保留）と 

なる（令和元年８月） 

③【千葉大学、電子学園】 

・千葉大学及び電子学園との個別協議（連携事業等）の実施 

・地元のまちづくり協議会への両大学関係者の出席 

今

後

の

予

定 

①旧すみだ中小企業センター大規模改修

工事 

・改修工事：令和３年１月完了（予定） 

・デザイン・建築スクール： 

令和３年４月開設（予定） 

②情報経営イノベーション専門職大学 

・令和元年秋：第２回目の答申 

・令和２年４月：開学（予定） 

③引き続き、両法人との協議を実施 

※千葉大学「デザイン・建築スクール」開

設（令和３年４月予定、旧すみだ中小企業

センター） 

※情報経営イノベーション専門職大学（仮

称）開学（令和２年４月予定、大学整備用

地北側） 

問
合
せ
先 

企画経営室 行政経営担当 

電 話：０３－５６０８－６２３０（直通） 

E-mail：GYOUSEI@city.sumida.lg.jp 

※ＵＤＣ（Urban Design Center）…まちづくりのための公・民・学連携のプラットフォームで、地域に係る各主

体が連携し、都市デザインの専門家が客観的立場から携わる新たな形のまちづくり組織や拠点のこと。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

mailto:GYOUSEI@city.sumida.lg.jp


令和元年度重要事業進行状況報告書（令和元年９月末日現在）         No.02 

事業名 行財政改革の推進（業務改善推進プロジェクト、公共施設マネジメントの推進） 

主管部 企画経営室 

事

業

費 

令和元年度（千円） 

＜業プ＞        0 

＜公マ＞102,242 

事

業

概

要 

＜業務改善推進プロジェクト＞ 

① 事業の廃止・統合…事務事業の見直しによる事業の廃止・統合等を行う。 

② ＡＩ・ＲＰＡの導入検討…令和２年度以降の導入を目指し、市場調査や実証実   

験等を行う。 

③ 共通業務の簡素・効率化…共通業務の全庁的なルール化を図るため、庁内プロ 

ジェクトチーム等による検討を行う。 

＜公共施設マネジメントの推進＞ 

「墨田区公共施設等総合管理計画」及び「第 2 次墨田区公共施設マネジメント

実行計画」に基づき、公共施設等マネジメントを推進する。 

平成 30年度（千円） 

＜業プ＞        0 

＜公マ＞108,383 

期

間 

H31.4～R2.3 

現
在
の
進
行
状
況 

＜業務改善推進プロジェクト＞ 

① 事業の廃止・統合…対象事業の検討 

② AI・RPAの導入検討…実証実験の実施及び検証 

③ 共通業務の簡素・効率化…PTによる検討会の開催（第１

回）、業務改善に向けた取組の実施 

＜公共施設マネジメントの推進＞ 

個別施設の課題検討、長期修繕計画工事条件整理に基づく

修繕部位の検討 

今

後

の

予

定 
＜業務改善推進プロジェクト＞ 

① 事業の廃止・統合…対象事業の選定 

② AI・RPAの導入検討…本格導入に向け

た検討 

③ 共通業務の簡素・効率化…PTによる検

討会の開催（第２回～）、業務改善に向

けた取組を順次実施 

＜公共施設マネジメントの推進＞ 

個別施設の課題検討、長期修繕計画工事

条件整理に基づく改修設計に向けた検討 

問
合
せ
先 

＜業務改善推進プロジェクト＞ 

企画経営室行政経営担当  電話：03-5608-6230  E-Mail：GYOUSEI@city.sumida.lg.jp 

＜公共施設マネジメントの推進＞ 

企画経営室公共施設マネジメント担当 電話：03-5608-1455 E-Mail：KOUMANE@city.sumida.lg.jp 

 
 
令和元年度重要事業進行状況報告書（令和元年９月末日現在）         No.03 

事業名 新保健施設等複合施設の整備 

主管部 企画経営室、保健衛生担当 
事

業

費 

令和元年度（千円） 

135,537 

事

業

概

要 

生涯健康都市を目指し、老朽化が進んでいる向島・本所の両保健センターを統

合・集約するとともに、関係する施設を複合化した「新保健所を核とした複合施

設」について、平成 29 年 9 月に策定した「墨田区新保健センター等複合施設整

備基本計画」に基づき、整備を行う。 

平成 30年度（千円） 

31,990 

期

間 

H28.4～R5.3 

現
在
の
進
行
状
況 

●設計・施工一括発注プロポーザル事業者選定の実施 
  4 月 公募開始、質疑受付・回答 
  5 月 事業者参加表明締め切り 
6月 技術対話 
7月 技術提案書提出締め切り 
8月 一次審査、二次審査 
9月 優先交渉事業者決定、区議会常任委員会報告 

●施設運用についての検討 
●用地取得及び活用に向けた東京都との協議 
●埋蔵文化財試掘調査 

今

後

の

予

定 

●基本設計 

●施設運用についての検討 

●用地取得・活用に向けた東京都との協議 

問
合
せ
先 

企画経営室 公共施設マネジメント担当 

電話：03-5608-1455 

Mail：KOUMANE@city.sumida.lg.jp 

 

mailto:GYOUSEI@city.sumida.lg.jp
mailto:KOUMANE@city.sumida.lg.jp
mailto:KOUMANE@city.sumida.lg.jp


令和元年度重要事業進行状況報告書（令和元年９月末日現在）         No.04 

事業名 地域力向上プラットフォーム事業 

主管部 地域力支援部 
事

業

費 

令和元年度（千円） 

５００ 

事

業

概

要 

 地域の様々な主体で構成し、地域の理想の将来像を描くことにより、課題を浮

き彫りにし、これを自主・自立的に解決する「地域力向上プラットフォーム」を

設置し、取組みを支援する。 

平成 30年度（千円） 

        － 

期

間 

H31.４～Ｒ２.３ 

現
在
の
進
行
状
況 

地域力向上プラットフォームの設置地域を横網・石原連合

町会加入区域とし、プラットフォームの運営会を立ち上げた。 

 ９月２３日に運営会による会議を行い、このプラットフォ

ームの名称を「石横処」と定め、「石横処」と墨田区の協働に

より、横網・石原の住民等による地域の課題解決を目指した

ワークショップを行うこととした。 

今

後

の

予

定 

１０月２２日、第１回ワークショップ 

１１月１４日、第２回運営会議 

１２月８日、第２回ワークショップ 

１月１６日、第３回運営会議 

２月１日、第３回ワークショップ 

問
合
せ
先 

地域力支援部 地域活動推進課 

電  話：０３̶５６０８̶６２０２（直通） 

Ｅ-mail：KATSUDOSUISHIN@city.sumida.lg.jp 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
令和元年度重要事業進行状況報告書（令和元年９月末日現在）         No.05 

事業名 
東京2020オリンピック開催に向けた気運醸成 

（暑さ対策、オリンピック・パラリンピック教育の推進を含む） 

主管部 地域力支援部、都市整備部環境担当、教育委員会事務局 

事

業

費 

令和元年度（千円） 

① 35,250 

(補正後 53,250)  

②  2,640 

③  9,200 

事

業

概

要 

①(１)競技体験､節目イベント  (2)「あしたのジョー」の活用 

(3)シティ･ドレッシング  (4)コミュニティライブサイトの実施に向けた準備 

(5)区独自ボランティア   (6)外国人おもてなし語学ボランティア育成講座 

(7)心のバリアフリー事業  (8)聖火リレーの実施に向けた準備 

(9)地域協議会       (10)都･組織委員会等との連携･調整 

② 東京2020オリンピックのボクシング会場となる両国の国技館周辺の暑さ対

策としてクールシェアマップを作成し、区民や観光客等が「涼」を感じられる場

所等を周知する。 

③ 墨田区立幼稚園、小・中学校において、「オリンピック・パラリンピックの精

神」と、「スポーツ」、「文化」、「環境」、「学ぶ（知る）」、「観る」、「する（体験・

交流）」「支える」のキーワードを基に、教育活動・オリンピック・パラリンピッ

ク教育を展開する。 

平成 30年度（千円） 

① 20,826 

   ②    － 

③  8,979 

期

間 

①H31.4～R2.3 

②R元年度～2年度 

③H28.４～R3.３ 

mailto:KATSUDOSUISHIN@city.sumida.lg.jp


現
在
の
進
行
状
況 

① 

・庁内推進本部の開催（４/２３、９/１７） 

・地域協議会総会（６/２７）、各部会（随時開催）、各部会に

よる取組み（打ち水７/２４） 

・聖火ランナーの募集（７/１～８/３１） 

・区独自ボランティアの募集１５１名登録、活動（節目記念

イベント従事８/２４） 

・外国人おもてなし語学ボランティア育成講座（５月、６月

７月、８月実施） 

・「あしたのジョー」を活用した新たなキービジュアルの展開

（６月） 

・「あしたのジョー」を活用した競技会場周辺等へのシティ･

ドレッシング 

・パラリンピック５００日前記念ＰＲパネル展示（４/１０～

１５） 

・オリンピック１年前記念 PRパネル展示（７/１９～２６） 

・パラリンピック１年前記念イベントの実施（８/２４） 

・ラグビーワールドカップパブリックビューイングの実施（ 

９/２０～２２） 

・競技会場、交通・輸送、ラストマイル等の東京都及び組織

委員会との打合せ（随時開催） 

・東京 2020大会のＰＲ及びボクシング等の競技体験（にぎ

わいまつり４/２７.２８、ボクシングフェス５/１８、クリ

ーンキャンペーン５/３１、食育フェス６/２０.２１、全日

本バレーボール東京大会８/１０、全日本UJボクシング大

会８/２４、交通安全の集い９/７） 

・東京五輪音頭-2020-活用推進（練習会５/１６.２３.３０、

６/８） 

② 

・地域説明及び協力依頼の調整・準備を進めている。 

・環境省COOLSHAREマップ活用に向けて、関係機関との 

調整・準備を進めている。 

・クールシェアマップに掲載する情報量を検討している。 

③ 

・各園、学校の年間指導計画に基づき、オリンピック・パラ

リンピック教育を実施している。 

・オリンピック・パラリンピック教育担当者連絡会を開催し、

各学校の取組内容の情報交換を行い、各学校の取組の活性

化を図っている。 

今

後

の

予

定 

 ① 

・すみだまつり･こどもまつりにおける

ボクシング及びパラスポーツ体験事業

（１０/５.６） 

・心のバリアフリー事業（１０/５.６、 

１１/１６、１１/２３） 

・外国人おもてなし語学ボランティア育成

講座（１０.１１.２.３月実施予定） 

・区内主要箇所への公式エンブレム等のシ

ティ･ドレッシング 

・ラグビーワールドカップパブリックビュ

ーイングの実施（１０/１３.１９.２０） 

・区独自ボランティアの活動（すみだまつ

り１０/５.６、障害者スポレク大会１０/

２０、セミナー参加１１/３０） 

・競技会場、交通・輸送、ラストマイル、

聖火リレー等に関する東京都及び組織

委員会との調整（随時実施） 

・地域協議会総会（日程未定）、各部会（随

時開催）、各部会による取組み（ﾊﾟﾗｽﾎﾟｰ

ﾂ体験１０/５.６、防犯ﾊﾟﾄﾛｰﾙ年末、異文

化体験１２/１４） 

・東京 2020 大会のＰＲ及びボクシング

等の競技体験（各種イベント時等に実

施） 

② 

・今年度末までにクールシェアマップの情

報内容を確定する。 

③ 

・引き続き、各園、学校の年間指導計画に

基づき、オリンピック・パラリンピック

教育を実施していく。 

・今年度の取組を振り返り、価値ある「レ

ガシー」を残していくための取組を各

園・学校で明らかにし、次年度以降の取

組につなげていく。 

問
合
せ
先 

①地域力支援部 オリンピック・パラリンピック準備室  ②都市整備部環境担当 環境保全課 

電 話：０３－５６０８－１４４５（直通）       電 話：03-5608-6207（直通） 

E-mail：OLY-PARA2020@city.sumida.lg.jp      E-mail：KANKYOU@city.sumida.lg.jp  
③教育委員会事務局 指導室 
電 話：５６０８－６３０７ 

E-mail：shidoushitsu@city.sumida.lg.jp 
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令和元年度重要事業進行状況報告書（令和元年９月末日現在）         No.06 

事業名 北斎交流プロモーションの展開 

主管部 地域力支援部 
事

業

費 

令和元年度（千円） 

313,829 

事

業

概

要 

〇「隅田川 森羅万象 墨に夢」（すみゆめプロジェクト）の実施  

隅田川 森羅万象 墨に夢 実行委員会との共催により、区内外から、期間内に区内

等で開催される文化芸術活動を公募し、選定された企画をとりまとめ、支援し、

実施するとともに、「隅田川」にこだわった核となる企画も実施し、地域交流の促

進を図る。 

〇北斎交流プロモーションの実施 

海外の美術館等との交流促進及び“北斎”・美術館をテーマにしたシンポジウム等

の開催、“北斎”を通じた美術館・博物館との連携を展開し、主に海外交流の促進

を図る。 

〇すみだ北斎美術館寄付キャンペーンの展開 

全国に向け、すみだ北斎美術館を中心とした北斎関連事業等を支援していただく

ための寄付キャンペーンを引き続き実施する。 

平成 30年度（千円） 

360,819 

期

間 

H31.4～R2.3 

現
在
の
進
行
状
況 

〇「隅田川 森羅万象 墨に夢」（すみゆめプロジェクト） 

プロジェクト企画の公募、選考会を実施し、１５件の企画を

採択。９／２２・２９に「すみゆめ踊行列」を開催。９月～

１２月の期間にて、各種企画を実施中。 

〇北斎交流プロモーションの実施 

7 月より、北斎没後 170 年を記念した台東区との文化交流

事業「北斎と川柳」を開催。７／５～９／２５に公募川柳の

募集、８／１１にワークショップ開催。 

〇すみだ北斎美術館での企画展の実施 

４／２３～６／９ 北斎のなりわい大図鑑 

６／２５～８／２５ 「綴プロジェクト」フリーア美術館の北斎展 

９／１０～１１／４ 茂木本家美術館の北斎名品展 

〇すみだ北斎美術館寄付キャンペーンの展開 

インターネット（ふるさとチョイス）を活用して、寄付キャ

ンペーンを実施。9 月より「ふるなび」・「ふるまる」での多

サイト展開スタート。 

 

今

後

の

予

定 

 ・すみゆめプロジェクトについては、９月

～１２月の期間でプロジェクト企画を引き

続き実施し、１０月～１２月にかけて、す

みゆめの一環で実施するアートプロジェク

ト「北斎コネクト：隅田川を超えて」を展

開していくとともに、年度内に参加団体に

よる報告会を開催する。 

・すみだ北斎美術館では、各種企画展を継

続的に実施する。 

１１／１９～１／１９ 北斎 視覚のマジック 

小布施・北斎館名品展 

２／４～４／５ 北斎師弟対決 

・寄付キャンペーンでは、多サイト展開・

お礼の品の拡充を進めるとともに、寄付の

使い道を明確に示し、共感を得ることで、

寄付目標額に向けて継続して寄付を募る。 

 

問
合
せ
先 

文化芸術振興課文化芸術・国際担当 

電 話：０３－５６０８－６１１５（直通） 

E-mail：bunkashinkou@city.sumida.lg.jp 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

mailto:bunkashinkou@city.sumida.lg.jp


令和元年度重要事業進行状況報告書（令和元年９月末日現在）         No.07 

事業名 墨田区総合運動場の整備 

主管部 地域力支援部 
事

業

費 

令和元年度（千円） 

1,223,633 

事

業

概

要 

区民のスポーツ及びレクリエーションの普及振興を図り、健康で文化的な区民 

生活の向上に寄与するとともに、世代間、地域間等の多様な交流を促進し、もっ 

て地域力の向上に資することを目的に墨田区総合運動場を整備する。 

平成 30年度（千円） 

772,962 

期

間 

H30.4～R2.3 

現
在
の
進
行
状
況 

建築工事（セミナーハウス・観覧場）、土木工事（トラック・

フィールド・駐車場等）、ネーミングライツの実施 

今

後

の

予

定 
各種工事を継続し、完了するとともに、令

和元年１２月1日に供用開始、開場記念式

典を予定 

問
合
せ
先 

地域力支援部 スポーツ振興課 

電 話：03-5608-6３１２ 

E-mail：SPORTS@city.sumida.lg.jp 

 
 
令和元年度重要事業進行状況報告書（令和元年９月末日現在）         No.08 

事業名 プレミアム付商品券事業 

主管部 産業観光部 
事

業

費 

令和元年度（千円） 

431,000 

事

業

概

要 

消費税及び地方消費税率の引き上げに伴い、低所得者・子育て世帯の消

費に与える影響を緩和するとともに、地域における消費を喚起・下支え

するため、低所得者・子育て世帯主向けのプレミアム付商品券の販売等

を行う。 

平成 30年度（千円） 

21,438 

期

間 

R1.4～R2.3 

現
在
の
進
行
状
況 

申請件数（非課税者）：７，３７３人 

購入引換券送付数（非課税者）：６，９１９枚 

   〃    （子育て世帯）：７，６４１枚 

商品券販売：１０月１日から区役所内及び区内郵便局（２６

局）で実施する。 

商品券取扱い店舗数：４６１店舗 

今

後

の

予

定 

 申請があったものについて速やかに審査

を行い、該当者にプレミアム付商品券購入

引換券を送付するとともに、プレミアム付

商品券の販売が円滑に行われるようにす

る。また、申請等について、周知活動を継

続して行う。 

問
合
せ
先 

産業観光部 産業振興課 

電 話：03-5608-６１８７ 

E-mail：SANGYOU@city.sumida.lg.jp 

 
 
 
 
 

mailto:SPORTS@city.sumida.lg.jp
mailto:SANGYOU@city.sumida.lg.jp


令和元年度重要事業進行状況報告書（令和元年９月末日現在）       No.09-1 

事業名 産業振興マスタープランの改定①（産業振興関連） 

主管部 産業観光部 

事

業

費 

令和元年度（千円） 

1      6,000 
2     45,000 
3     18,000 
4     15,000 

事

業

概

要 

１ 産業振興マスタープランの改定準備 

産業振興マスタープランの改定に向けた準備・検討 

２ 地域ブランド戦略の推進 

すみだのものづくりを通じた、すみだのイメージアップや知名度の向上。 

地域ブランド戦略の再構築に向けた検討 

３ ものづくりプロモーションの推進 

ものづくりプロモーション推進補助、観光回遊路を活用したプロモーション 

の検討 

４ ものづくりスタートアップ連携促進事業 

スタートアップ企業と区内企業をつなげた新たなビジネスチャンスの創出、 

次世代産業人材の育成 

平成 30年度（千円） 

1      4,575 

２     45,000 

３      5,500 

４        0 

期

間 

1 H30.4～R2.3 

２ H22.4～R3.3 

３ R1.4～ 

４ R1.4～R3.3 

現
在
の
進
行
状
況 

1 産業振興会議を中心に、人材育成やベンチャー企業との

連携の在り方などについて検討をしたほか、職員のワーク

ショップを開催しプランの骨格形成につながる検討を重ね

た。 

２ これまでの地域ブランド戦略の成果について検証した。 

３ ものづくりプロモーション推進補助 交付決定済み3件 

４ 教育プログラムの実施内容を検討するとともに、区内企

業への取材を行った。 

今

後

の

予

定 

 １ 今年度中に中間まとめとして、ミッシ 

ョン・ビジョンの方向性を示す。 

２ ブラント戦略の検証結果をもとに、今 

後のブランディングについて検討する。 

３ ものづくりプロモーション推進補助

を活用した新規事業実施等についての

申請を受け付ける。 

４ 11/4（月・祝）に教育プログラムの

キックオフイベントを実施する。 

問
合
せ
先 

１・２・３ 

産業観光部 産業振興課 

電 話：03-5608-６１８６、６１８８、１４３７ 

E-mail：SANGYOU@city.sumida.lg.jp 

４ 

産業観光部 経営支援課 

電 話：03-5608-６１８４、６１８５ 

E-mail：KEIEI@city.sumida.lg.jp 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

mailto:SANGYOU@city.sumida.lg.jp
mailto:KEIEI@city.sumida.lg.jp


令和元年度重要事業進行状況報告書（令和元年９月末日現在）       No.09-2 

事業名 産業振興マスタープランの改定②（観光関連） 

主管部 産業観光部 

事

業

費 

令和元年度（千円） 

５(1)       2,000 

５(2)    170,437 

６       97,763 

事

業

概

要 

５ 今後の観光事業のあり方について 

(1)地域ＤＭＯの推進支援 

墨田区観光協会と協力した、地域ＤＭＯ活動の推進 

(2)まち処の機能強化 

まち処のレイアウト変更に合わせた、協会の事務所移転とまち処の機能強化。 

今後の観光案内所のあり方検討 

６ 区内循環バス 

  区内循環バスの運行 

平成 30年度（千円） 

５(1)           0 

５(2)   163,849 

６     103,984 

期

間 

５(1)H30.4～R2.3 

５(2)H30.4～R2.3 

６ H30.4～R2.3 

現
在
の
進
行
状
況 

５ 今後の観光事業のあり方について 

 (1)地域ＤＭＯの推進支援 

第 2回目のワークショップでグループ分けを行い、東京

２０２０大会に向けた両国地域の活性化について議論を行

った。（参画者２８団体） 

 (2)まち処の機能強化 

  管理運営業務委託の契約変更を行い、「まち歩きゾーン」

の一部をリニューアルし、ワークショップ等が実施可能な

「観光交流スペース」を設けた。 

  また、リニューアルに合わせて観光協会本部職員がまち

処へ異動した。 

６ 区内循環バス 

バス事業のあり方について、運行事業者と協議を行った。 

今

後

の

予

定 
５ 今後の観光事業のあり方について 

 (1)地域ＤＭＯの推進支援 

引き続き、ワークショップ開催を開催

し、取組の実践に向けた議論を行う。こ

のほか、参画者への個別ヒアリングを行

っていく。 

 (2)まち処の機能強化 

  引き続き、観光交流スペース利用者を

募集するとともに、利用者が申込し易い

よう予約サイト等を整備していく。 

令和４年５月末の東武鉄道㈱との賃

貸借契約期間満了に向け、令和３年３月

までに今後のあり方の方針決定を行え

るように、調整を進めていく。 

６ 区内循環バス 

引き続き、運行事業者と協議を行う。 

問
合
せ
先 

産業観光部 観光課 

電 話：03-5608-６５００ 

E-mail：KANKOU@city.sumida.lg.jp 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

mailto:KANKOU@city.sumida.lg.jp


令和元年度重要事業進行状況報告書（令和元年９月末日現在）         No.10 

事業名 福祉総合型高齢者支援総合センター等の整備 

主管部 福祉保健部 

事

業

費 

令和元年度（千円） 

①     0 

②     ０ 

③  11,435 

事

業

概

要 

① 障害者グループホーム 

  重度障害者グループホームを新たに整備する社会福祉法人に対し、その経費 

の一部を補助し、開設を支援する。 

② 特別養護老人ホーム 

民有地を活用した特別養護老人ホーム整備運営事業者の公募を行い、新規施 

設を整備する。 

③ 福祉総合型高齢者支援総合センター 

従来の相談機能に加えて、交流・活動機能や身体障害者手帳取得に係る案内

機能を新たに付与した福祉総合型の「ぶんか高齢者支援総合センター」を整備

する。 

平成 30年度（千円） 

①  20,000 

（補正後 ０） 

②     67 

③ 159,731

（補正等後 

139,733） 

期

間 

①H30.4～R3.3 

②H30.4～ 

③H27.7～R1.9 

現
在
の
進
行
状
況 

① 障害者グループホーム 

東京都へ補助協議書の提出 

② 特別養護老人ホーム 

平成 30年６月：事業者選定 

令和元年６月：東京都補助内示 

③ 福祉総合型高齢者支援総合センター 

  令和元年９月１日開所 

今

後

の

予

定 

① 障害者グループホーム 

・12月 東京都補助協議の内示 

・３月  建設工事着工 

② 特別養護老人ホーム 

令和元年度中に工事着工 

③ 福祉総合型高齢者支援総合センター 

整備が完了したことから、適切な運営

を継続する。 

問
合
せ
先 

①障害者グループホーム              ②特別養護老人ホーム 

福祉保健部 障害者福祉課             福祉保健部介護保険課 

電 話：０３－５６０８－６４６６         電 話：０３－５６０８－６９２４ 

E-mail：SYOUGAIHUKUS@city.sumida.lg.jp    E-mail：KAIGOHOKEN@city.sumida.lg.jp 

③福祉総合型高齢者支援総合センター 

 福祉保健部 高齢者福祉課  

 電 話：０３－５６０８－６１７０ 

E-mail：KOUREIHUKUSI@city.sumida.lg.jp 

 
令和元年度重要事業進行状況報告書（令和元年９月末日現在）         No.11 

事業名 幼児教育の無償化事業 

主管部 子ども・子育て支援部 
事

業

費 

令和元年度（千円） 

当初      － 

補正後  411,700 事

業

概

要 

国の制度により、令和元年１０月から開始される幼児教育・保育の無償化により、

少子化対策の一環として、子育てを行う家庭の経済的負担の軽減を図る。 

平成３０年度（千円） 

        － 

期
間 

R１.１０～ 

現
在
の
進
行
状
況 

令和元年度６月議会において、関係条例及び補正予算が可決

された。その後、区内事業者及び無償化対象者への周知や必

要な事務手続きを行い、令和元年１０月から無償化を実施し

た。 

今
後
の
予
定 

幼児教育・保育無償化の対象者に対し、無

償化に係る助成申請の周知、請求書の受

領、助成金の支出を行う。 

併せて、令和２年度から無償化対象施設の

利用を開始する区民向けに周知を行う。 

問
合
せ
先 

子ども・子育て支援部 子ども施設課 

電話：５６０８－１２５３ 

E-mail:KODOMO@city.sumida.lg.jp 

mailto:SYOUGAIHUKUS@city.sumida.lg.jp
mailto:KAIGOHOKEN@city.sumida.lg.jp
mailto:KOUREIHUKUSI@city.sumida.lg.jp
mailto:KODOMO@city.sumida.lg.jp


 
令和元年度重要事業進行状況報告書（令和元年９月末日現在）         No.12 

事業名 子育てひろばの再整備（両国リバーセンタープロジェクトを含む） 

主管部 子ども・子育て支援部、都市整備部 

事

業

費 

R 元年度（千円） 

【両国】  75,168 

【文花】 165,461 

【両国リバープロジ

ェクト】  5,000 

事

業

概

要 

平成 28 年 6 月に策定した墨田区基本計画に基づき、両国子育てひろば及び文

花子育てひろばを再整備する。 

【両国】両国リバーセンタープロジェクトに伴い、平成30年 5月から令和2年

4月まで仮施設で運営した後、新施設内へ移転する。 

【文花】既存施設の隣接地に、新施設の文花子育てひろばを建設し令和 2 年 12

月に開設する予定。 

 

※両国リバーセンタープロジェクト 

  両国地区の区有地・都有地を活用し、民間プロジェクトを誘導することで、

両国子育てひろば及び水辺ライン両国待合所の機能を含めた新たな複合拠点施

設を整備するプロジェクト 

H３０年度（千円） 

【両国】  96,247 

【文花】  12,584 

【両国リバープロジ

ェクト】   1,954 

期

間 

【両国】 

H29.9～R2.6 

【文花】 

H29.12 

～Ｒ2.12 

現
在
の
進
行
状
況 

【両国】平成３０年5月に仮施設に移転した。 

複合拠点施設は、平成３０年10月工事着工。 

【文花】新施設の建設が令和元年８月に着工した。 

今

後

の

予

定 

【両国】令和2年度まで建設工事 

【文花】令和2年度まで建設工事 

問
合
せ
先 

子ども・子育て支援部 子育て支援総合センター 

電話：５６３０－６３５１（直通） 

KOSODATESOGOCENT@city.sumida.lg.jp 

 

都市整備部 都市整備課（両国リバーセンタープロジェクト） 

電話：５６０８－６２９４（直通） 

TOSHISEIBIKA@city.sumida.lg.jp 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

mailto:KOSODATESOGOCENT@city.sumida.lg.jp
mailto:TOSHISEIBIKA@city.sumida.lg.jp


令和元年度重要事業進行状況報告書（令和元年９月末日現在）         No.13 

事業名 保育施設等の整備 

主管部 子ども・子育て支援部 
事

業

費 

令和元年度（千円） 

1,136,489 

事

業

概

要 

【旧家庭センター跡地への保育所等の整備支援】 
旧家庭センター敷地を有償で社会福祉法人に貸付け、認可保育所、学童クラブ、

地域子育て支援拠点の複合施設を整備する。 
【私立認可保育所等の整備支援】 
墨田区子ども・子育て支援事業計画に基づき、私立認可保育所等の整備を支援

し、待機児童解消を図る。 
【区立保育所への民間活力導入支援】 
墨田区ひきふね保育園を公私連携型保育所として設置・運営する事業者を公募

し、墨田福祉作業所跡地を無償で貸付け、公私連携型保育所及び私立学童クラブ
を整備する。 
 

平成３０年度（千円） 

1,281,025 

期

間 

【旧家庭センター跡
地への保育所等の整
備支援】 

H29.4～R2.7 
【私立認可保育所等
の整備支援】 
 H31.4～R2.3 

【区立保育所への民
間活力導入支援】 

H31.4～R4.4 

現
在
の
進
行
状
況 

【旧家庭センター跡地への保育所等の整備支援】 
 令和２年８月開設に向けた整備支援 
【私立認可保育所等の整備支援】 
 平成３１年４月に認可保育所８園開設 
【区立保育所への民間活力導入支援】 
 令和４年４月開設に向け、事業者公募準備 

今

後

の

予

定 

 【旧家庭センター跡地への保育所等の整
備支援】 
令和２年８月開設に向けた整備支援を

引き続き行う。 
【私立認可保育所等の整備支援】 
認可保育所４園（令和２年４月開設予

定）の整備支援を引き続き行う。 
【区立保育所への民間活力導入支援】 
 開設に向け整備事業者の選定を実施す

る。 

問
合
せ
先 

【旧家庭センター跡地への保育所等の整備支援】及び【私立認可保育所等の整備支援】 

子ども・子育て支援部子育て政策課子育て政策担当 

電 話 ５６０８－１４３８ 

E-mail KOSEISAKU@city.sumida.lg.jp 

 

【区立保育所への民間活力導入支援】 

子ども・子育て支援部子育て支援課子育て計画担当 

電 話 ５６０８－６０８４ 

E-mail KOSODATE＠city.sumida.lg.jp 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

mailto:KOSEISAKU@city.sumida.lg.jp


令和元年度重要事業進行状況報告書（令和元年９月末日現在）         No.14 

事業名 子ども・子育て支援新制度（子ども・子育て支援事業計画の策定） 

主管部 子ども・子育て支援部 
事

業

費 

令和元年度（千円） 

3,554 

事

業

概

要 

法令に基づき、令和２（２０２０）年４月を始期とする（仮称）墨田区子ども・

子育て支援総合計画（計画期間令和２年度～６年度）を策定する。また、墨田区

子ども・子育て会議条例により設置された会議体への諮問やパブリック・コメン

トの実施により、区民・地域の意見を計画策定に反映させていく。 

平成３０年度（千円） 

6,052 

期

間 

H31.4～R2.3 

現
在
の
進
行
状
況 

（仮称）墨田区子ども・子育て支援総合計画素案の作成を進

めている。 

今

後

の

予

定 
令和元年１１月 素案の公表 

  同年１２月 パブリック・コメント実施 

令和２年 ２月 計画策定 

問
合
せ
先 

子ども・子育て支援部 子育て支援課 

電話：５６０８ー６０８４（直通） 

E-mail:KOSODATE@city.sumida.lg.jp 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

mailto:KOSODATE@city.sumida.lg.jp


令和元年度重要事業進行状況報告書（令和元年９月末日現在）         No.15 

事業名 燃えない・壊れないまちづくりの推進 

主管部 都市計画部 

事

業

費 

令和元年度（千円）※当初予算額 

木造住宅耐震化             106,300 

緊急輸送道路沿道耐震化         132,600 

不燃化促進事業（防火・耐震化含む）   135,165 

鐘ヶ淵駅周辺地区まちづくり         11,000 

住宅市街地総合整備事業（密集事業） 

（鐘ヶ淵周辺地区）            312,000 

（京島周辺地区）             202,779 

木密地域不燃化１０年プロジェクト事業 

（鐘ヶ淵周辺地区）            119,030 

（京島周辺地区）             50,370 

事

業

概

要 

燃えない壊れない安心で安全な街をめざし、

建築物の不燃化・耐震化の推進を図る。 

特に地域危険度が高い鐘ヶ淵周辺地区にお

いては、まちづくり計画に基づく事業推進及び

合意形成、都区連携による沿道まちづくりの支

援、立体交差化に向けた取り組みを推進する。 

また、同様に地域危険度が高い京島周辺地

区・鐘ヶ淵周辺地区における密集事業、木密地

域不燃化10年プロジェクト事業を推進し、集

中的に密集市街地の改善をめざす。 

平成３０年度（千円）※当初予算額 

木造住宅耐震化             111,480 

緊急輸送道路沿道耐震化         216,032 

不燃化促進事業（防火・耐震化含む）   138,497 

鐘ヶ淵駅周辺地区まちづくり         11,000 

住宅市街地総合整備事業（密集事業） 

（鐘ヶ淵周辺地区）           343,538 

（京島周辺地区）            294,779 

木密地域不燃化１０年プロジェクト事業 

（鐘ヶ淵周辺地区）           114,883 

（京島周辺地区）             48,826 

期

間 

木造住宅耐震化             Ｈ18.1～ 

緊急輸送道路沿道耐震化         Ｈ21.4～ 

不燃化促進                Ｓ54.9～ 

主要生活道路沿道不燃化         Ｈ10.10～ 

防火・耐震化改修            Ｈ24.12～ 

鐘ヶ淵周辺地区まちづくり 

住宅市街地総合整備事業（密集事業）     ～Ｒ3.3 

木密地域不燃化１０年プロジェクト事業   ～Ｒ3.3 



 

現
在
の
進
行
状
況 

 

①不燃化・耐震化事業の推進 

・木造住宅耐震診断助成 

（元年度：１７件 ３０年度：２６件） 

・木造住宅耐震改修助成（除却含む） 

（元年度：２０件 ３０年度：６９件） 

・緊急輸送道路沿道耐震化助成 

（元年度： ０件 ３０年度： 1件） 

・不燃化促進助成 

（元年度：１４件 ３０年度：２７件） 

・主要生活道路沿道不燃化推進助成 

（元年度： ０件 ３０年度： ２件） 

・防火・耐震化改修促進助成 

（元年度： ３件 ３０年度： ８件） 

 

②鐘ヶ淵駅周辺地区まちづくり推進 

・まちづくり懇談会（随時） 

・鉄道沿線勉強会（随時） 

・鐘ヶ淵通りの道路拡幅整備（事業中） 

 

 

 

③住宅市街地総合整備事業の推進 

・鐘ヶ淵周辺地区  

道路拡幅用地取得      ２４６㎡ 

公園整備用地取得      ４９８㎡ 

・京島周辺地区 

道路拡幅整備（６・８ｍ）  ７８０ｍ 

（優先整備路線三丁目側４路線４１０ｍ、 

二丁目側３路線２３４m） 

緑地整備        ２，８２９㎡  

雨水貯水槽         １４か所 

コミュニティ住宅      １７３戸 

集会所            ２か所 

 

④木密地域不燃化１０年プロジェクトの推進 

不燃領域率（平成２９年3月現在ＵＲ調査） 

鐘ヶ淵周辺地区 ５７％ 京島周辺地区 ６０％ 

今

後

の

予

定 

 

①不燃化・耐震化事業の推進 

・耐震化を促進するため、アクションプログラ

ムに基づき普及啓発活動等を行う。 

・延焼遮断帯の早期形成を図る。 

・地元まちづくり団体やその関係団体、大規模

地権者等とのパートナーシップを築くことに

より防災まちづくりの早期実現を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

②鐘ヶ淵駅周辺地区まちづくり推進 

・鐘ヶ淵駅付近の立体交差化を早期に実現する

ため鐘ヶ淵駅周辺地区まちづくり計画に基づき

まちづくりを進める。 

・東京都と連携しながら道路拡幅事業の早期実

現と沿道まちづくりの支援を行う。 

 

③住宅市街地総合整備事業整備計画の推進 

・鐘ヶ淵周辺地区 

道路拡幅用地取得 １０路線 ４，６５４㎡ 

公園整備用地取得  ８か所 ４，２００㎡ 

・京島周辺地区 

道路拡幅整備（６・８ｍ）２，６５５ｍ 

（優先整備路線三丁目側４路線４１０ｍ、  

二丁目側３路線３１５m） 

緑地整備        ３，２３７㎡ 

雨水貯水槽         １５か所 

 コミュニティ住宅      １７３戸 

 集会所            ２か所 

 

④木密地域不燃化10年プロジェクトの推進 

令和２年度までに不燃領域率７０％を目指

す。（鐘ヶ淵周辺地区・京島周辺地区） 

問
合
せ
先 

都市計画部 防災まちづくり課 

電 話：５６０８̶６２６８（不燃化担当 直通） 

    ５６０８̶６２６９（耐震化担当 直通） 

    ５６０８̶６２６０（立体化・鐘ヶ淵担当 直通） 

５６０８̶６２６１（密集担当 直通） 

E-mail：BOUSAIMACHI@city.sumida.lg.jp 

 
 
 
 
 
 
 

mailto:BOUSAIMACHI@city.sumida.lg.jp


令和元年度重要事業進行状況報告書（令和元年９月末日現在）         No.16 

事業名 住宅マスタープランに基づく住宅施策の推進 

主管部 都市計画部 

事

業

費 

令和元年度（千円） 

1      24,000 

（補正後 34,000） 

2       9,500 

3       6,450 

4       5,800 

事

業

概

要 

１【子育て世帯等定住促進事業（持ち家取得及び賃貸住宅転居費用助成事業）】 
第６次住宅マスタープランの重点取組に掲げる「子育て世帯の定住促進」

を推進するため、「三世代同居・近居住宅取得支援（持ち家取得支援）」、
「民間賃貸住宅転居・転入支援（賃貸住宅転居費助成）」を実施し、区外転
出抑制及び本区への転入促進を図る。 

２【すみだすまい安心ネットワーク事業】 

  不動産関連事業者や福祉サービスの提供主体など関係団体との協力・連携体

制を強化することで、高齢者や障害者、子育て世帯などの住宅確保要配慮者の

民間賃貸住宅等への居住等を支援していく。主な支援内容は以下のとおり 

 (1) 家主と入居希望者とのマッチング 

 (2) 家主や入居者への経済的支援等(家賃低廉化補助、家主成約謝礼金等) 

 (3) 居住支援団体による居住支援 

３【空き家利活用支援策の構築検討事業】 

平成３０年度に実施した子育て世帯が住みたいと感じる空き家の改修支援

モデル事業の結果を踏まえ、空き家利活用支援策の構築検討を行う。また、空

き家所有者等からの多様化する相談に適切に対応していくため、空き家等に関

するワンストップ総合相談窓口等の構築検討を行う。 

４【マンションの適正管理推進事業】 

「墨田区分譲マンションの適正管理に関する条例」に基づく届出書提出率の

向上のための現地調査及び適切な支援や指導を行うための検討を行う。 

平成 30年度（千円） 

1      25,400 

2       1,213 

（補正後 13） 

3       8,500 

（補正後 4,698） 

4         ０ 

期

間 

1 H30.4～R4.3 

2 H31.4～R4.3 

3 H30.4～R2.3 

4 H31.4～R2.3 

現
在
の
進
行
状
況 

１【子育て世帯等定住促進事業（持ち家取得及び賃貸住宅転居

費用助成事業）】 

 三世代同居・近居住宅取得支援：申請３４件 

民間賃貸住宅転居・転入支援：申請３２件 

 

２【すみだすまい安心ネットワーク事業】 

  住宅確保要配慮者向け住宅登録状況 

 専用住宅：0戸 登録住宅：20戸 

  専用住宅…住宅確保要配慮者のみ入居可能な住宅 

       （家賃低廉化補助等の補助金対象） 

  登録住宅…住宅確保要配慮者を拒まない住宅 

       （補助金対象外） 

 

３【空き家利活用支援策の構築検討事業】 

(１) 空き家利活用支援策に係る基準等の検討の実施 

(２) 総合相談窓口等の構築に向けた検討会議等を実施 

 

４【マンションの適正管理推進事業】 

・届出書が未提出である築３０年以上のマンションの現地調 

査の実施と結果の整理 

・届出書が未提出である築３０年未満のマンションへの届出

書の郵送 

 

今

後

の

予

定 

１【子育て世帯等定住促進事業（持ち家取

得及び賃貸住宅転居費用助成事業）】 

  子育て世帯に対して引き続き事業周

知を行い、事業の利用促進を通じて転出

抑制及び転入促進を図っていく。 

 

２【すみだすまい安心ネットワーク事業】 

 以下の事務を随時実施していく。 

 ・住宅登録受付、入居者受付 

 ・区内不動産店への制度周知及び 

  住宅登録の協力要請 

 ・登録住宅の空き室情報の提供 

 

３【空き家利活用支援策の構築検討事業】 

(１) 空き家利活用支援策に係る基準等の

検討を行う。 

(２) 令和２年４月からの総合相談窓口等

の運用を目指し、検討会議等を実施 

 

４【マンションの適正管理推進事業】 

・現地調査において確認できた連絡先へ 

の届出書提出依頼の実施 

 ・管理不全の兆候があるマンションの抽 

出とアプローチ方法の検討 

問
合
せ
先 

都市計画部 住宅課 

電 話：５６０８－６２１５（直通） 

E-mail：juutaku@city.sumida.lg.jp 

 
 

mailto:juutaku@city.sumida.lg.jp


令和元年度重要事業進行状況報告書（令和元年９月末日現在）         No.17 

事業名 地域防災力の強化 

主管部 危機管理担当 

事

業

費 

令和元年度（千円） 

① 15,217 

②  4,000 

③  2,795 

事

業

概

要 

①駅前防災カメラ 

災害時における主要駅前の状況を視覚的に確認するため、駅前防災カメラを設

置することで、滞留状況等の把握をする。 
②「墨田区事業継続計画（ＢＣＰ）<地震編>」の改定 
平成２２年に策定した「墨田区事業継続計画（ＢＣＰ）＜地震編＞」を、昨今

の災害における教訓や課題を踏まえて、大規模水害への対応も含んだ「墨田区事
業継続計画（BCP）＜地震・風水害編＞」として改定する。 
③「墨田区防災士ネットワーク協議会」の設置 

防災士育成事業で防災士資格を取得した者による協議会を立ち上げる。協議会

員は「被災地スタディツアー」への参加、地域の防災訓練への派遣等をする。 

平成 30年度（千円） 

①  3,120 

②③   － 

期

間 

①②③ 

H31.4～R2.３ 

現
在
の
進
行
状
況 

①システム設計中 

②コンサルタントと契約をし、非常時優先業務の整理、職員

参集シミュレーションの実施等を行っている。 

③5 月 14 日（火）に協議会の発足式を実施した。その後、

地域の防災訓練や墨田区総合防災訓練に防災士を派遣し、啓

発等に従事していただいている。 

今

後

の

予

定 

①12月上旬竣工予定 

②11月 15日（金）にBCP改定に係る全

庁説明会を開催、非常時優先業務の選定に

ついての全庁調査を実施して、年度末に改

定版を発行する。 

③11月 15日（金）～17日（日）に「被

災地スタディツアー」として、東日本大震

災の被災地へ視察に行く。あわせて引き続

き、地域の防災訓練等へ派遣をする。 

問
合
せ
先 

都市計画部危機管理担当防災課 

電話：03-5608-6206 

E-mail：BOUSAI＠city.sumida.lg.jp 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



令和元年度重要事業進行状況報告書（令和元年９月末日現在）        No.18 

事業名 東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会に向けたインフラ施設整備 

主管部 都市整備部 
事

業

費 

令和元年度（千円） 

1,068,600 

事

業

概

要 

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会開催に伴う両国駅周辺の来

街者への対策として、会場周辺道路の無電柱化を行う。あわせて、無電柱化に合

わせてバリアフリー化、歩道のカラー舗装化等による景観整備も行う。 

 また、オリンピック会場と区内主要観光地である東京スカイツリー®間の歩行者

と自転車の安全対策及び快適性の向上を目的として歩行者・自転車通行空間再整

備事業を行う。主な整備内容は、歩道のバリアフリー化、自転車レーン設置、花

の咲く木への街路樹植替えを行う。 

平成 30年度（千円） 

 1,378,514 
 

期

間 

H28年度～ 

    R 元年度 

現
在
の
進
行
状
況 

① 【両国駅周辺の無電柱化】 

・墨６号路線   引込連系管入線工事の着手（各企業者） 

         道路景観整備工事の着手 

・墨７号路線   引込連系管入線工事の着手（各企業者） 

         道路景観整備工事の着手         

・墨１０号路線  引込連系管入線工事の着手（各企業者） 

         道路景観整備工事の着手 

・墨１０６号路線 道路景観整備工事の着手 
（国技館通り） 

 

 

② 【歩行者・自転車通行空間再整備事業】 

・北斎通り    自転車レーン設置に係る 

関係機関協議の完了 

・区役所通り   整備工事の着手（３工区・６工区） 

 

今

後

の

予

定 

① 【両国駅周辺の無電柱化】 

・墨６号路線 

電柱の撤去 

道路景観整備工事の完了 

・墨７号路線  

電柱の撤去 

道路景観整備工事の完了 

・墨１０号路線 

電柱の撤去 

道路景観整備工事の完了 

・墨１０６号路線 （国技館通り） 

道路景観整備工事の完了 

 

② 【歩行者・自転車通行空間再整備事業】 

・北斎通り 

  自転車レーン設置工事の完了 

・区役所通り 

整備工事の完了（3工区・6工区） 

問
合
せ
先 

問合せ先 

都市整備部 道路公園課 

電 話：０３－５６０８－６２８８（直通） 

E-mail：DOUROKOUENKA@city.sumida.lg.jp 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

mailto:DOUROKOUENKA@city.sumida.lg.jp


令和元年度重要事業進行状況報告書（令和元年９月末日現在）         No.19 

事業名 北十間川・隅田公園観光回遊路の整備 

主管部 都市整備部 
事

業

費 

元年度（千円） 

849,758 

事

業

概

要 

 北十間川西側区間（隅田川～東武橋付近）の水辺の整備やコミュニティ道路整

備、隅田公園再整備を行い、河川、道路、公園、鉄道高架下の一体活用による東

京スカイツリーに至る賑わい空間を創出し、回遊性の向上を図る。 

３０年度（千円） 

503,980 

期

間 

H２４年度～ 

R２年度 

現
在
の
進
行
状
況 

【北十間川水辺活用協議会】 

 ・平成 30年 3月 17日発足 

 ・第 6回協議会開催（令和元年5月 22日） 

 ・協議会専門部会（管理運営部会・賑わい創出部会）開催 
 （令和元年7月 30日、8月 8日） 

【関係者調整会議】 

 ・区、都、鉄道事業者等による関係者調整会議開催 

（平成３１年4月から月1回開催） 

【工事】 

 ・隅田公園再整備工事（その２）に着手 
（令和元年７月８日から令和２年２月２８日まで） 

 ・コミュニティ道路工事（源森橋～小梅橋）に着手 
（令和元年9月 10日から令和2年5月 29日まで） 

 ・小梅橋の橋面道路工事に着手 

（令和元年8月 21日から令和2年3月 17日まで） 

 

今

後

の

予

定 
 

 【令和元年度】 

・北十間川水辺活用協議会及び専門部会
の運営 

・隅田公園再整備（トイレ含む）の工事
完了 

・コミュニティ道路（枕橋～源森橋）、船

着場、親水テラス（枕橋～小梅橋間の
北側）の工事着手 

・親水テラス（枕橋～源森橋間の北側）
の工事完了 

・小梅橋の工事完了、供用開始 

・船着場の工事完了 

【令和２年度】 

・親水テラス（源森橋～小梅橋間の北側）
の工事完了 

・コミュニティ道路（枕橋～小梅橋）の
工事完了 

・親水テラス（南側）の工事着手 

問
合
せ
先 

都市整備部 都市整備課 

電話：03-5608-6294（直通） 

Ｅ-mail  toshiseibika@city.sumida.lg.jp 

 

都市整備部 道路公園課（小梅橋架替整備事業） 

電話：03-5608-6293（直通） 

Ｅ-mail   dourokouenka@city.sumida.lg.jp 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

mailto:toshiseibika@city.sumida.lg.jp
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令和元年度重要事業進行状況報告書（令和元年９月末日現在）         No.20 

事業名 リサイクル清掃事業の推進 

主管部 都市整備部 環境担当 
事

業

費 

令和元年度（千円） 

8,904 

事

業

概

要 

① 区一般廃棄物処理基本計画の改定 

現行の第３次計画が令和２年度末で計画期間を満了するため、令和３年度以

降１０年間の次期計画である第４次計画の策定に向けた準備を進める。 

② 清掃移管施設の機能集約 

清掃移管施設の用途指定期間が令和元年度末で終了となるため、施設機能の

集約化を含め今後のリサイクル清掃事業のあり方を検討する。 

③ 意識啓発強化のため環境学習事業用ＤＶＤを作成する。自転車の海外供与等リ

ユース事業を定期実施する。 

④ 災害廃棄物処理に係る計画策定に向けた素案を作成する。 

平成３０年度（千円） 

         0 

期

間 

H31.4～R3.3 

現
在
の
進
行
状
況 

① 区一般廃棄物処理基本計画の改定 

改定に際し事前調査としての「ごみの組成調査等」を、令

和元年１０月実施に向け準備を整えた。 

② 清掃移管施設の機能集約 

施設の機能集約に関する検討を行い、令和元年１１月議会

での報告を準備している。 

③ ＤＶＤ制作・自転車リユース事業 

 【ＤＶＤ】内容構成をまとめ、制作委託契約を準備中。 

 【自転車】協力事業者と協定締結。３１日を「サイクルの

日」と設定し令和元年７月から回収を実施。 

（７月３１日：５９台、８月３１日：７３台） 

④ 災害廃棄物処理計画素案作成 

他自治体の資料収集、事例研究及び西日本豪雨被災地（広

島県）実地研修参加など行い、素案骨子を整理した。 

 

今

後

の

予

定 
① 区一般廃棄物処理基本計画の改定 

  「ごみの組成調査等」を実施し、その

報告書を基に計画改定準備を進める。 

② 清掃移管施設の機能集約 

  本年１１月議会報告後、施設移転・廃

止等に伴う事業を区民に周知する。 

③ ＤＶＤ制作・自転車リユース事業 

  【ＤＶＤ】今年度末の完成予定。 

  【自転車】事業定着に向けた周知を継

続（ＨＰ、ツイッター、チ

ラシ配布）。 

④ 災害廃棄物処理計画素案作成 

素案骨子をまとめ、廃棄物減量等推進

審議会提示後、令和2年２月議会に報告

の予定である。 

問
合
せ
先 

都市整備部環境担当すみだ清掃事務所 

電 話：５６０８－６９２２（直通） 

E-mail：ＳＥＩＳＯＵ＠ｃｉｔｙ.ｓｕｍｉｄａ.ｌｇ.ｊｐ 

 
令和元年度重要事業進行状況報告書（令和元年９月末日現在）         No.21 

事業名 曳舟駅周辺地区の整備 

主管部 都市整備部立体化推進担当 
事

業

費 

令和元年度（千円） 

285,600 

事

業

概

要 

京成曳舟駅周辺道路整備事業 

 

区画街路第6号線（全区間） ：延長１３５ｍ、幅員１２ｍ 

               駅前交通広場 約２，５００㎡ 

区画街路第7号線（一部区間）：延長 ７０ｍ、幅員：１２ｍ 

平成 30年度（千円） 

118,495 

(補正後 65,475) 

期
間 H28.11～R3.3 

現
在
の
進
行
状
況 

・用地取得交渉 

今
後
の
予
定 

・用地取得 

・電線共同溝工事 

・駅前交通広場整備工事 

・道路整備工事 

問
合
せ
先 

都市整備部立体化推進担当 拠点整備課 

電話：03-5608-6262（直通） 

E-mail：KYOTENSEIBI＠city.sumida.lg.jp 



令和元年度重要事業進行状況報告書（令和元年９月末日現在）         No.22 

事業名 とうきょうスカイツリー駅周辺整備 

主管部 都市整備部立体化推進担当 

事

業

費 

令和元年度（千円） 

①    1,542,650 

(補正後 1,904,950) 

②     64,000 
事

業

概

要 

① 東武伊勢崎線（とうきょうスカイツリー駅付近）立体化 

事業手法：連続立体交差事業       事業主体：墨田区 

踏切除却数：１箇所（ボトルネック踏切）  事業区間：約0.9ｋｍ 

関連事業：都市計画道路、交通広場の整備 

② 押上・とうきょうスカイツリー駅周辺まちづくり 

・まちづくり検討：市街地の安全で良好な居住環境、景観の創出 

・不燃化１０年プロジェクト：不燃化建築建替えの促進 

・主要生活道路（墨田区画街路第12号線）の整備：延長約470m、計画幅員12m 

平成 30年度（千円） 

①    1,380,295 

②       37,055 

期

間 

① H19.4～R7.3 

② H1.4～ 

現
在
の
進
行
状
況 

① 東武伊勢崎線（とうきょうスカイツリー駅付近）立体化 

・鉄道立体化に向けた高架橋詳細設計（駅舎等）設計中 

・鉄道立体化工事の進捗状況は、留置線の仮線への切替が完

了し、本線上下線の仮線への切替に向けた工事を施工中 

② 押上・とうきょうスカイツリー駅周辺まちづくり 

・京成押上変電所都市計画手続き開始 

・北側のまちづくりルール案作成に向けまちづくり勉強会、

分科会を開催 

・不燃化特区制度：押上二丁目地区 実績１件(建替え) 

・主要生活道路（墨田区画街路第12号線）整備に係る測量

説明会及び用地測量等の実施準備 

今

後

の

予

定 
① 東武伊勢崎線（とうきょうスカイツリ

ー駅付近）立体化 

・令和２年度からの上り線高架橋築造工事

に向けて仮線工事を実施する。 

・令和６年度事業完了予定 

② 押上・とうきょうスカイツリー駅周辺

まちづくり 

・地区整備計画の区案を作成する。 

・令和２年度までの不燃化特区制度の活用

により、防災性の高い市街地への更新を

進める。 

・測量説明会及び用地測量等の実施 

問
合
せ
先 

① 東武伊勢崎線（とうきょうスカイツリー駅付近）立体化 

都市整備部立体化推進担当 立体化推進課 

電   話：５６０８－６２６３（直通） E - mail：RITTAIKA@city.sumida.lg.jp 

② 押上・とうきょうスカイツリー駅周辺まちづくり 

【まちづくり検討、不燃化10年プロジェクト】 

都市整備部立体化推進担当 拠点整備課 

電   話：５６０８－６２６２（直通） E - mail：KYOTENSEIBI＠city.sumida.lg.jp 

【主要生活道路（墨田区画街路第12号線）の整備】 

都市整備部立体化推進担当 立体化推進課 

電   話：５６０８－６２６３（直通） E - mail：RITTAIKA@city.sumida.lg.jp 
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令和元年度重要事業進行状況報告書（令和元年９月末日現在）        No.23 

事業名 学校屋内運動場への空調設備整備推進事業 

主管部 教育委員会事務局 
事

業

費 

令和元年度（千円） 

3,133  

事

業

概

要 

児童・生徒の猛暑による熱中症予防対策及び災害発生時の避難所施設の機能向上

を図るため、区立中学校及び小学校の全校の屋内運動場に令和３（2021）年度ま

でに空調機を整備する。 

平成 30年度（千円） 

61,358  

期

間 

H30.12～R4.3 

現
在
の
進
行
状
況 

区立中学校全10校のうち2校に設置済み、8校について令

和2年2月末までに設置するため、調整及び工事を進めてい

る。 

今

後

の

予

定 
令和3年度までに区立小学校全25校に整

備していく予定 

問
合
せ
先 

教育委員会事務局 庶務課 

電話：5608-6313 

E-mail：SYOMU@city.sumida.lg.jp 

 

mailto:SYOMU@city.sumida.lg.jp

